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大阪科学・大学記者クラブ 御中 

（同時提供先：科学記者会）  

2019 年 1 月 4 日 

大阪市立大学 

 

 

 

＜概 要＞ 

 

 

＜概 要＞ 

ヒトやチンパンジー、そしてサルの仲間は相手の顔を見て誰なのかを認識しています。その際、

顔の素早い認識に特化した「顔神経」が働くことが知られています。顔神経を持つ動物では、顔

を上下逆さに提示すると顔を見分ける能力が低下する心理学的現象「顔認識の倒立効果」が起こ

ります。 

大阪市立大学大学院理学研究科の幸田正典教授の研究グループは、顔で個体認識する魚類にも

この「倒立効果」があることを世界で初めて確認しました。今回の発見は、魚類にも顔神経があ

ること、あるいは顔神経が脊椎動物の進化の初期段階から発達していた可能性を示唆しています。 

本内容は、2019 年 1 月 2 日に米国の動物認知の専門雑誌『Animal Cognition』のオンライン

版に掲載されました。 

 

雑誌名：Animal Cognition 

論文名：Does a cichlid fish process face holistically? Evidence of the face inversion effect . 

著 者: Kawasaka Kento, HottaTakasi, Kohda Masanori 

掲載 URL：https://doi.org/10.1007/s10071-018-01231-4 

★研究者からのひとこと★ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【記者レクチャーについて】 

本件につきまして、下記のとおり記者の皆さまを対象とするレクチャーを開催させてい

ただきます。多数のご参加をお待ちしております。 

日 時   2019 年 1 月 8 日（火） 14 時～15 時 （開場：13 時 30 分から） 

場 所   大阪市立大学 杉本キャンパス 学生サポートセンター2 階  
コミュニケーションルーム（アクセスマップ 28 番） 

 https://www.osaka-cu.ac.jp/ja/about/university/access#sugimoto 
 

発 表 者   大阪市立大学 大学院 理学研究科 
      教授 幸田 正典（こうだ まさのり） 

 

幸田 正典 教授 

魚類もヒトのように顔を見ている？ 

～魚類で見られた顔認識の「倒立効果」〜 

プレスリリース 

社会性の高い魚類プルチャーも、顔の模様で相手を識別します。

本研究は本種が顔認識する際、どうやら「顔神経」を使っている

可能性を示唆しています。これにより 0.4秒という素早さでの判

定ができているのかもしれません。ヒトで発達している「顔神経」

の基本型は、４億年前の魚類の段階ですでに進化していたのかも

しれません。 

https://doi.org/10.1007/s10071-018-01231-4
https://www.osaka-cu.ac.jp/ja/about/university/access%23sugimoto
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【お願い】 

※ 記者レクにご参加いただける場合は、下記の連絡先までご一報ください。 

※ 当日参加も大歓迎です。 

※ 当日会場にてお名刺を 1 枚いただきますので、ご用意願います。 

※ 駐車場所はご用意ございませんので、公共交通機関をご利用ください。 

 

 

 

 

＜本研究の概略＞ 

出会った相手が誰かをすぐに識別することは、ヒトだけでなく社会生活をおくる動物にとって

も重要です。相手個体が誰かを顔模様で認識する小型のカワスズメ科魚類プルチャーは社会性が

発達しており、相手をなんと 0.4 秒という素早さで識別できます。ヒトの場合も相手の顔に基づ

いて 0.45 秒という早さで識別でき、魚とヒトの顔の識別能力は意外と似ています。 

 ヒトでは、素早く顔認識ができるように顔の認識だけに特化した「顔神経」と呼ばれる神経回

路が発達しています。このおかげで顔の素早い認識が可能となり、もしこの顔神経が使えなくな

ると顔の認識は遅くなります。例えば、ヒトでは知り合いの顔写真を見せるとすぐに誰かがわか

りますが、これを逆さに提示するとわかるまでに時間がかかります。しかし、顔以外のものを逆

さにしても認識の遅れはさほどありません。つまり顔認識の場合だけ時間がかかっており、この

効果は「顔認識の倒立効果」と呼ばれています。 

これまでの脳神経研究から、アカゲザル、チンパンジー、ヒツジなどの顔認識の倒立効果が知

られる動物で、顔神経の存在が知られています。実際に我々でも、チンパンジーの写真もひっく

り返すと違いを認識するのに時間がかかります（図１）。 

 我々は、プルチャーが素早く顔認識できることについて、「顔神経が関与しているからではな

いか？それなら魚にも顔認識の倒立効果があるのではないか」との仮説を立て、この効果の検証

実験を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 トップのモデルのチンパンジーは、中段の正

立の場合は他個体との識別は簡単だが、下段の倒立

になると他個体との識別がしにくくなる。 

 

【記者レクに関する問い合わせ先】 

大阪市立大学 広報室   担当：三苫（みとま） 

TEL：06-6605-3410、3411  Email：t-koho@ado.osaka-cu.ac.jp 
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図３ 実験装置の水槽の生活区域と実験区域と実験手順  

   実験区域（左）と生活区域（右） 

   第１段階            

   第２段階    

 正立  

 倒立   

＜実験の方法＞ 

プルチャーは親しい個体と知らない個体を顔の違いからすぐに見分けます（図２a）。一方、知

らない個体に対しては胴体や尾部ではなく顔を頻繁に見ます（図２b）。 

まず初めに、実験対象個体に個体 A の顔を見せて親しい顔にします。第 2 段階では「親しい個

体 A の顔」を「知らない個体 B の顔」と同時に見せ、実験区に入ってきた実験魚が A か B のど

ちらを先に、そして頻繁に見るのかを調べます。さらに、それを倒立させた場合も見せ、注視す

る頻度を調べます（図 3）。 

 続いて、顔以外の「もの」（本実験では水槽内の見慣れたものでプルチャーの顔を模造）を見

せて、実験魚が注視する頻度を比較します。ここでも知らないものを頻繁に見る習性があります。

同じ写真を何度も見せて写真に慣れさせた後、やや異なるものと同時に見せ、どちらをよく見た

かを調べます（図 3）。次に、逆さにしたものも見せます。もし仮説通りであれば、顔を倒立させ

たときには区別が付けにくくなり、両方の顔を同じように注視するはずですが、ものではそのよ

うなことは起こらないと予想されます。 

 

(a)  
 

 

 

 

 

(b)  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

顔 胴体 尾 

図２ 

(a) プルチャー4 個体の左側の顔模様。 

個体毎に顔の模様が異なることがわかる。 

(b) 魚の体を顔、胴体、尾の３つに区分。 

個体 A 顔以外のもの 

個体 A 個体 B 

↑見慣れたもの   ↑やや異なるもの 
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＜実験の結果＞ 

実験の結果（図 4）、正立では知らない顔を頻繁に見ますが、倒立で顔を見せた場合には「親し

い顔」と「知らない顔」も同じくらいの頻度で見ています。これに対して、水槽内のもので構成

した「もの」は正立でも倒立でも、「慣れたもの」と「知らないもの」の注視頻度に違いが見ら

れません。「もの」はプルチャーの顔の構成要素と大きな差がないように作られていますが、少

なくとも我々には顔には見えません。①顔写真の場合、倒立させたときには正立のときと比べ、

既知と未知の顔の区別が付けにくくなると思われること、②「もの」の場合には注視の頻度の違

いに有意差がないことから、プルチャーにも顔認識の倒立効果があることがわかります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の展望＞ 

 今回明らかになった「プルチャーの顔認識には倒立効果が働くこと」に加えて「素早い本種の

顔の認識」を考慮すると、本種にも顔神経が存在する可能性が考えられます。顔認識は、ディス

カス、カワスズメ科のジュリドクロミス、スズメダイ類など複数の魚類で検証されています。ま

た、社会性魚類が視覚で個体識別する場合、多くの種類で相手個体の顔の模様を使っていること

が確認されています。これらの種類でもプルチャーのように顔認識には素早く反応している可能

性は十分にあります。我々とは検証方法が異なりますが、メダカでも倒立効果の存在が示唆され

ています。ヒトや霊長類、ヒツジで確認された顔神経、あるいはそれに類似する神経回路は魚類

にもあるだろうと我々は考えています。今後の脳神経科学での研究の展開が大いに期待されます。 

 

＜資金援助＞  

本研究は下記の資金援助を得て実施されました。 

科研費『魚類の共感能力と関連認知能力の解明およびそこから見える脊椎動物の共感性の系統発生』 

科研費『脊椎動物の社会認知能力の起源の検討：魚類の顔認知、鏡像認知、意図的騙しの解明から』 

 

 

図４ プルチャーの顔と

「もの」の正立と倒立で

の注視回数の指標。1.0

に近いほど、見慣れない

顔やものよく見、逆に

-1.0 に近いほど、見慣れ

たものをよく見ているこ

とになる。 

 顔の場合、ひっくり返

ると、判別が付きにくく

なっている。一方、「もの」

の場合はひっくり返して

も、正立の場合と注視頻

度に差がないことがわか

る。 

【研究内容に関するお問い合わせ先】 

大阪市立大学大学院理学研究科  

動物機能生態学研究室 教授 幸田 正典 

TEL: 06-6605-2584 

E-mail : kohda.tanganyika@gmail.com 

【報道に関するお問い合わせ先】 

大阪市立大学 法人運営本部 広報室 

担当：三苫（みとま） 

TEL：06-6605-3410  FAX：06-6605-3572  

E-mail：t-koho@ado.osaka-cu.ac.jp 
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